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五
月
二
十
七
口
午
後
二
時
・
傘
・
よ
り
廊
鼠
験
場
噸
四
演
智
蜜
に
於
て
開
…
催
、
左
の

　
　
講
演
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
○
想
像
の
心
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
　
臼
　
直
　
樹
君

　
　
　
想
像
の
研
究
と
し
て
先
づ
第
一
編
に
想
燦
の
本
質
を
論
じ
、
第
二
編
に
想

　
　
像
の
黒
煙
的
考
察
と
し
て
の
廊
本
鷺
話
を
論
じ
た
。

　
　
　
從
來
、
想
像
の
概
念
、
本
質
を
論
じ
た
も
の
を
互
つ
に
類
溺
す
る
事
が
で

　
　
き
る
。
其
の
一
は
想
像
を
認
憶
よ
り
展
甥
し
て
其
の
概
念
を
決
定
す
る
も
の
。

　
　
即
ち
詑
憶
は
遇
去
の
纒
瞼
を
其
餓
再
生
・
ず
る
事
で
涛
り
、
　
想
像
は
過
去
の
纏

　
　
瞼
が
部
分
的
に
其
の
結
合
を
換
へ
て
再
生
す
る
審
で
あ
る
と
す
る
も
の
。
其

　
　
の
こ
は
、
想
…
慷
を
幡
性
よ
り
隅
別
し
て
概
念
と
し
た
も
の
、
　
即
ち
悟
軸
山
は
蜘
卿

　
　
念
的
に
、
論
理
的
に
越
し
い
結
合
を
作
っ
て
行
く
の
に
、
想
像
の
働
き
は
具

　
　
象
的
だ
と
茨
ふ
に
止
る
。
其
の
三
は
、
現
量
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
想
像
と
す

　
　
る
説
。
典
の
瞬
は
甥
始
◎
計
ピ
漏
O
犀
3
ノ
一
．
鐸
鐸
舞
の
如
く
想
恥
擦
過
程
其
の
も
の
を

　
　
分
析
し
て
概
念
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
、
奨
の
五
は
、
深
田
教
畏
の
説
く
麗

　
　
に
し
て
、
即
ち
、
　
湘
巨
像
の
概
念
を
客
魏
的
の
巫
産
物
よ
り
定
め
様
と
す
れ
ば

　
　
勢
ひ
他
の
心
的
過
程
と
の
齪
溺
が
困
難
・
に
な
る
故
、
感
畳
．
寵
憶
、
　
想
禦
の

　
　
撚
目
を
憲
識
其
も
の
エ
Φ
に
見
高
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
謙
卑
は
現
在
に
の

　
　
み
働
き
、
詑
憶
の
意
識
内
容
は
過
去
に
關
燃
し
て
居
り
、
　
惣
豫
は
現
左
、
蓬

　
　
去
何
れ
に
も
關
係
す
る
、
換
離
す
れ
ば
、
賭
問
を
超
越
し
て
当
る
と
欝
ふ
に

09
5
　
遡
る
。
そ
こ
で
結
論
と
し
て
以
上
大
盤
の
醗
を
考
察
す
る
に
、
其
の
何
れ
も

彙
報
新
署
翻
介

惣
像
の
概
念
と
し
で
適
當
で
あ
る
が
、
興
れ
置
け
叉
、
侮
れ
に
竜
識
難
す
べ
き

黙
が
あ
る
。
　
私
は
想
僚
の
概
念
に
感
情
の
高
調
と
嘗
ふ
離
を
加
へ
た
い
の
で

あ
る
。
心
的
作
用
の
中
、
　
惣
像
に
最
近
き
も
の
は
詑
憶
と
悟
性
と
で
あ
る
。

翻
ハ
の
記
憶
に
感
情
の
山
尚
調
が
加
は
れ
ば
三
蓋
、
　
結
合
の
工
A
口
に
鍵
化
を
來
た

す
。
そ
わ
が
惣
像
で
あ
り
、
直
写
の
瞬
く
論
理
的
の
も
の
に
は
、
感
悩
の
山
尚

調
が
入
り
碍
な
い
。
感
清
の
高
調
が
加
は
る
灰
で
は
翼
然
具
象
的
に
な
る
。

そ
れ
が
想
像
で
あ
る
。

　
第
二
編
、
臼
本
童
話
の
研
究
は
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
に
從
っ
て
童
謡
、
　
設

話
、
傳
認
、
紳
話
の
概
念
を
明
か
に
し
、
　
日
本
・
澱
話
を
集
め
て
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。

教
育
翠
禽
倒
曹

　
五
月
二
十
三
臓
午
後
六
時
よ
蓼
墨
ザ
生
爽
會
訴
に
於
て
開
…
溜
り
、
左
の
漁
講
演
が

あ
っ
た
。

　
　
　
○
嚢
灘
教
育
所
見
　
　
丈
學
樽
士
小
西
重
薩
君

　
　
　
○
重
要
に
現
は
れ
た
る
俗
…
徽
…
の
一
白
麿
’
　
稗
　
原
　
愛
　
濾
艦

顕
著
紹
介

猫
逸
思
想
と
其
背
景
丈
雪
篭
士
朝
、
承
三
＋
郎
著

　
本
轡
は
凡
て
五
つ
の
論
交
か
ら
成
立
っ
て
る
る
。
　
即
ち
第
一
篇
『
紳
秘
設

と
猫
逸
思
想
』
、
第
二
篇
『
「
理
性
」
の
哲
學
、
「
人
・
文
」
の
哲
學
と
し
て
の
濁
逸
哲

學
、
附
、
凋
逸
に
於
け
る
「
人
交
卑
属
」
の
思
想
幽
、
第
三
篇
『
濁
逸
思
想
と
軍

…
國
寵
義
』
第
義
盗
『
猫
逸
の
糊
代
歯
学
と
其
最
近
背
景
臨
、
第
五
篇
『
思
想
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五


